位相差顕微鏡（ペリオスコープ）
物体を透過する光と透過しない光の間に位相差が発生する事を利用して光の干渉をコントラストに変えて、細菌に染色を施さずに歯垢中の口腔内細菌を観察することができる。
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採取した歯垢で、むし歯菌や歯周病菌などが動いている様子を捉えることができ、プロジェクターやテレビ、電子黒板で大きく映し出すことも可能である。その映像が子どもたちに新鮮な驚きを与え、歯の健康に対する積極的な意志を育むことにつながる。

個人指導の場合は本人の歯垢を採取するのが効果的だが、集団指導の場合は、１人ではなく複数の人の歯垢を採取し観察するなど配慮が必要である。
【取り扱いについて】
準備（セットアップ）
電源の接続　　　専用の電源を接続
ＡＶ端子の接続　　顕微鏡側の端子と映像出力側端子の接続（黄色）

それぞれの電源を入れておきます。
資料作製
口腔内より歯垢を爪楊枝等で採取し、スライドグラス上に塗り必要に応じて、水で薄めます。

カバーグラスをかぶせる時に空気を入れないように。はみ出た余分な水分は、テッシュ等で吸い取ります。（あまり水で希釈しないようにしてください。細菌が流れて観察しにくくなります。）
操作、検鏡

検鏡台に資料を固定して、対物レンズをスライドグラスぎりぎりまで左に回しながらおろします。
右に回しながら対物レンズを引き上げ、モニターに影が映りだしたら、右に回す速さを調節します。

★★★対物レンズを下ろしながら調節しない事、

スライドグラスを割ることになります。★★★
細菌が映りだしたら、検鏡台の二つのネジで資料を縦、横方向に動かして、観察開始してください。
後始末
使用後のガラス類は、他人が手を切らないように新聞等に包んで、大阪市の清掃分別ゴミに従って、破棄して下さい。
※ この顕微鏡は、肉眼では、観察できません。 ＡＶ機器を使って観察できるように設計されています。
参 考
光の位相差をコントラストに変換して観察できる光学顕微鏡のことである。標本を無染色・非侵襲的に観察することができる。
物質に光が通過するとき、異なる屈折率をもつ物質を透過した光を比較すると位相差が発生している。無染色の細胞や微生物を観察する場合には対象がほぼ透明で、薄いためコントラストがほぼ無く、そのままでは観察が不可能である。このため観察法としては染色法が発達した。染色した細菌や細胞は損傷を受け、場合によっては死滅する。これは、観察しているものを取り出して培養する場合や生態を観察する上で極めて都合が悪い。そのため無染色で観察できる方法が探究された。位相のズレをコントラストとして検出する方法を１９３２年に完成させた。（なお、これらの功績によってゼルニケは１９５３年にノーベル物理学賞を受賞した）
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